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『ジャポニスム2018』の一環として国際交流基金が企画した今回の旅行は、素晴らしい人々との出

会いや心奪われる魅惑の地の訪問、さらには美しくも複雑な日本語という言語の実践機会を得るな

ど、私にとって忘れ難い滞在となりました。今回2度目となる「日出る国」への旅行中に感じたことや

心に残ったひとときについて、以下に報告します。 

 

とても過酷な空の旅を経て到着した私たちは、望月さんの笑顔に迎えられいくらか元気を取り戻し

ました。この温かい出迎えを受けた後、宿泊先の四谷のホテルに立ち寄り急ぎ荷物を預けると、国際

交流基金の本部を訪問しました。そこで、増本さんから滞在中の日程について説明を受けた後、訪れ

た江戸東京博物館では昔を再現した様々な展示の美しさに目を奪われました。しかし、その頃にはだ

んだんと疲れを感じ始めました。 

次の訪問先は夜の浅草でした。ちょうど太陽が沈む時間と重なり、夕陽に照らされた浅草寺はその

赤色が夕暮れの青みがかった光を纏って息をのむほどの美しさでした。寺の他にも「雷」門に続く商

店街は独特の風情があり、界隈特有の雰囲気を醸し出していました。 

翌日からのスケジュールは日本の高校訪問でした。私たちのグループはまず雙葉高校（女子校）を

訪ね、次いで全員合流して訪問した暁星高校で各グループの選んだテーマ（私たちは「フランスと日

本における SNSと情報交換」）に沿ったプレゼンテーションを行いました。日本の高校生とのこうし

た交流はとても実り多く、私たちが行ったプレゼンテーションやそのテーマ、また高校生活一般に関

する彼らの意見を聞くことができました。 

続いて私たちの選んだテーマを掘り下げる目的でNHK本社を訪問しました。この訪問について

は、後述するプレゼンテーションのアプローチに関する部分で再度触れたいと思います。 

5日目はとても気持ちの良い日でした。最初の訪問先となったお台場の日本科学未来館はとても面白

かったです（動作を真似るロボットの動画を見直すたびに、今でも冷や汗が出ます）。次に訪れたの

は、チームラボボーダレスの展覧会です。ここは今回見学した場所の中で最も気に入った場所のひと

つです。光の戯れが主役を務めるこの展覧会は必見のショーで、素晴らしい思い出になりました。 

夕刻、自由行動の時間に訪れた原宿は活気溢れる若者の街で、界隈の店を迷いながらあちらこちら

と巡り歩くのはとても楽しい体験です。この日最後のプログラムは文楽の鑑賞でした。とても難しく

て理解するのに一苦労でしたが、これぞ日本文化と言うべきものだと思います。 

 

 

翌日は新幹線（日本の TGV）に乗って京都へ。新幹線に乗るのはこれで3度目でしたが、日本の交

通機関の清潔さと時間の正確さに改めて驚かされました。到着後は雨の中二条城を訪問（とても美味

しい抹茶アイスを売っていました）、次いで伝統的な茶の湯に参加し、とても心落ち着く雰囲気の中、

茶の湯の先生に抹茶の点て方を教わりました。現代まで受け継がれてきたこの伝統が日本文化の中で

いかに重要な位置を占めているかを知り、これをきっかけに私も日本茶が大好きになりました。この

日の最後、小雨の中訪れた清水寺はとても神秘的で静謐な雰囲気を醸し出していました。改修工事中

でしたが、寺は周囲の景色と併せとても美しかったです。参道に立ち並ぶ昔ながらの店を覗くことも

できました。 



7日目の訪問地は広島と宮島でした。宮島の訪問はこの旅行の中でも特に心惹かれたひとときでし

た。まずは島の景観と、その沿岸に建つ世界的に有名な寺の美しさが挙げられますが、一番のサプラ

イズは何と言ってもこの日の天気。到着時は快晴で雲一つない紺碧の空が広がっていたのに、島内を

訪問中に突然雪が降り出したことでそのひとときが一層夢のような雰囲気に包まれました。午後は広

島の平和記念資料館を訪問しましたが、蘇る痛ましい記憶に悲しみがこみ上げてきて、多くの参加者

にとって辛い見学となりました。その後、冷たい風が吹く中復元された広島城を訪問し、夜に京都に

戻りました。 

最後の2日間は京都での見学に費やしました。まず訪れた京都国際マンガミュージアムは個人的にと

ても面白かったです（私自身、漫画の大ファンなので）。次は金閣寺に赴き、この日の最後は日本の伝

統的な京友禅染の体験をし、ここで参加者がそれぞれ好みのタンブラーを作りました。この工房での

体験はとても楽しく面白かったです。翌日は山岳信仰の専門家と面会し、その知識に触れ数々の質問

に答えていただきました。残りの時間は伏見稲荷大社を訪問し、1万基を超える鳥居を見学しました。

かなりの混雑ぶりでしたが、ここも独特の風情を醸し出す美しさの際立つスポットでした。その後大

阪に移動し、国際交流基金の関西国際センターを訪問しました。そしてこの素晴らしい旅行の締め括

りとして基金職員の皆さんも参加した立食パーティの場で、今回の滞在の感想について意見を交わす

ことができました。 

 

終わりに、プレゼンテーションのテーマ（「フランスと日本におけるメディアと SNSの影響」）につ

いて学んだことを述べます。私たちはNHK（日本最大の報道機関）を訪問し、ここで働く人々と面会

する機会を得ました。彼らは仕事の内容に加え、私たちの選んだテーマについて掘り下げた話を聞か

せてくれました。その説明によると、NHKは（特に若者など）より多くの人々を相手に発信できるよ

う、SNSやインターネット上の様々なメディアの使用拡大に努めているとのこと。というのもテレビ

は情報伝達ソースとして十分ではなく、そのため国民の間で SNSが普及するにつれて日本社会におけ

る SNSの影響力が高まっているからです。また「フェイクニュース」についても話題に上り、世界中

で次第に広まるこの現象が日本でも見られるかどうか尋ねました。西洋ほどではないにせよフェイク

ニュースは確かに存在しており、そのためNHKでは例えば裏取りを怠らないなど、「フェイクニュー

ス」の制限に向け最大限の努力を払っているとのことです。 

 

最後になりましたが、今回の旅行で得たたくさんの思い出とここで過ごしたひとときを私は生涯大

切にしていくだろうと思います。またジルー先生、ブレ先生、ブノワ先生をはじめとする随行員や先

生方、そして私たちを気遣いながら今回の旅行をつつがなく進めてくれた望月さんと増本さんにお礼

を申し上げます。ありがとうございました。 
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